
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
  
  

 

令和２年１月発行 

 国土交通省では、自然災害から命を守るためには、幼少期からの

防災教育が重要であると考え、小中学校で実施する防災教育への支

援に取り組み、今年で 3 年目となります。立谷沢川砂防出張所で

は、今年度５つの小中学校で支援を行いました。防災教育は、国土

交通省のほか、山形大学や最上川・赤川水系砂防ボランティア協会

の協力もいただきながら実施しております。 

庄内町立立川小学校 
庄内町立余目第一小学校 
庄内町立余目第三小学校 

学校名と同じ色で、

写真の色分けを 
しています 

土砂降り  

バケツをひっくり 

小さな川氾濫

返したような激しい雨 

「面倒くさい」「大丈夫でしょ」 
「早く逃げるのは格好悪い」と思う 

大人は… 

みなさんは… 

「早めに逃げる方がいいんだよ」という
今のその素直な気持ちを忘れないで！ 
みなさんが家族の命を守って！ 

 

新庄河川事務所では、庄内町の全小中
学校に防災学習の支援資料を配付し、
『自然災害を防ぐ』授業にて活用いた
だいております。 

「早めに避難した方がいい」と
多くの人から意見が出た 

公助の取り組みを 
知り、自分達の身に 
起こりうる状況を 

考える 

自分達にできること 
は何か？専門の方々と 
対話をしながら考える 

・子供達はとても楽しく、担任に
とっても興味深い活動だった。 
・防災授業と現地体験学習は、教

育の中でも大切な学習の一つと
なってきた。今後とも継続してほ
しい。 

・教科書では全国の代表的な事
例を使用しているが、防災ブッ
ク・デジタル支援資料では、立谷

沢川の事例で児童に身近なもの
を活用でき、理解しやすい。また、
現地体験学習の事前・事後学習を

十分に行え、理解が深まった。 

前回号で紹介した現地体験学習後の授業です。 
子供達は自分達の考えだけでなく、専門の方々
と意見を交わしながら探求している姿に感
動！熱心に防災学習に取り組んでいる学校の
事例をご紹介します。 

学校独自の取り組
みを見学し、大変参
考になりました。 

防災教育は鶴岡市
立あさひ小学校でも
実施しているので、
現在鶴岡市版の防災
ブック作成に向けて
調査等実施中です。 

水しぶきで一面 
白っぽく視界が悪い 



 
 

 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠方からお越しいただいたり、 

「SABO カード Get のため砂防

堰堤の写真を撮影したい！積雪の

状況を知りたい！」との問合せが

多数あるので、みなさまに現在の 

状況をお知らせします 

玉川橋 

六渕砂防堰堤 

瀬場砂防堰堤 

実際の眺め 

除雪時は、車で側まで 
通行可能です！ 

北月山荘 

一番積雪が多い２月になると、 
龍神様がかくれんぼしちゃいます 

実際の眺め 

 
ちなみに… 

スノーシュー等だと 
側まで行けるよ♡ 

春にお知らせした立谷沢川のお仕事の中の 

【砂防施設の工事監督・管理】の 

お仕事をご紹介します！ 

 

立谷沢川の川岸 
の草刈りを 
していたら、 
護岸の様子が 
おかしいんだ 

わかりました 
すぐに点検します 

現在の川の水が 
流れる幅は 

川幅の３分の１ 
しかない！ 

対策①  
護岸の復旧 

 

山から川へ 
流れてくる水が 

護岸の内部にたまると 
壊れてしまう！ 

対策② 
木の伐採・土砂の除去 

ここ穴が 
あいています 

水があふれる 

今年は砂防堰堤の先の『月の沢温泉

北月山荘』が冬季休業のため、車で

は下の地図の    マークの玉川橋

までの通行となります 

から 50m 町道を歩くと 
登録有形文化財の砂防堰堤 

が見えちゃいます！ 

至 清川 

← 

 

国土交通省 
新庄河川事務所 

立谷沢川砂防出張所 
 0234-56-2050 

工事はみなさんの暮らしを守る 
ために、計画的に行われています。 

しかし、川をしっかりと管理するため、 
地元の方の声を受け行うこともあります。 

立谷沢川の異常が見られたら、 
出張所までご連絡ください。 

それを防ぐために 

雪解け後にゆっくり見に行きたい方は 
積雪状況をお知らせします！ 

立谷沢川さぼう 


